







その他のタイトル Prospects of Japanese Learners’ Intonation




































                                                   
注1下線の部分は、イントネーションが生じた箇所を示す。 
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強めの上昇調 つよめ 音調 強調型 






（川上 1956）  上昇下降調 HL%  
降調   くだり音調 顕著な 下降調 L% 長降 
   ひきのばし 音調 
平坦調注4 
（郡 2014）  弱平 
                                                   



















































郡の疑問型上昇調と同じと捉えられる（図 2 左上、五十嵐他 2006:387）。しかし、H%は強
調型上昇調も含む可能性がある。句末に H%が生じた後、引き延ばしが見られる例では、連
続的上昇ではなく、ある程度上昇が生じてから一定の高さを保つピッチ曲線が確認できる
（図 2 右、五十嵐他 2006:395）。さらに LH%では、母音の延伸とともに上昇も高くなるこ








               【図 2】H と LH%のピッチ 















































                                                   






























































種」（郡 2014:106）と述べている。これは音韻論的解釈であるが、本稿は 2 音調の音声的違
いが、母語話者評価に影響する可能性を考慮し、2 音調を区別する。一方、急な下降調の表






















 ML%、LH%、LM%、LHL%、HLH%）を示すが、このうち M%、ML%、LM%は Jun に
は見られない。これは、Jun は H と L を基調とし M%は認めないが、イホヨンは M%を認
定しているためである。イホヨンは、「HL%と ML%、LM%と LH%、それから H%と M％









【図 3】Jun 2000 の境界音調注9 
 
【表 2】韓国語における境界音調注10 
Jun（2000） イホヨン（1999） チョンミョンスク（2002） チョミンハ（2011） 
L% Low Level（L%） L% L% 
 L:% 
H% High Level（H%） H% H% 
Mid Level（M%） M% M% 
M:% 
LH% Full Rise（LH%） LH% LH% 
Low Rise（LM%）   
HL% High Fall（HL%） HL% HL% 
Low Fall（ML%）  HL:% 
LHL% Rise-Fall（LHL%）   
HLH% Fall-Rise（HLH%） HLH% HLH% 
HLHL%  HLHL%  
LHLH% LHLH% 
LHLHL% LHLHL% 
                                                   
注7イホヨン（1999）、チョンミョンスク（2002）、チョミンハ（2011）等、以下に取り上げる韓国語で記述
された文献における直接引用は、全て、筆者が翻訳したものである。 




注10イホヨンは、Jun との対応を示している（イホヨン 1999:37 表 3）。（）にはその分類を記入した。チョ
ミンハ（2011）は、%を省略し記述しているが、本稿では統一性のため%を表記する。 
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 3.2 下降調と平らな音調 
韓国語における下降調は、一つの独立した類型として認定されている。Jun は「L%」を
認め、「緩やかな下降調（a gently falling boundary tone）」（Jun2000:156）であるとし、
イホヨンは「Low level」を挙げ「音響的には下降調で実現するが、下降よりは最終点の高
さが、より明確に認知される」（イホヨン 1999:29）とし、下降幅は大きくないとしている。


















の違いを指摘している。イホヨン（1999）は、High Level と Full Rise を区別するが、こ




また、イホヨンは Mid Level も次末音節より高く、上昇調として発音されるが、「High 
Level に比べると低い」（イホヨン 1999:29）とし、Low Rise も上昇調に認定するが、Mid 
Level と同じく Full Rise に比べ最高値が低く上昇の傾きも緩やかであるとしている。この
高さの相対的な度合いによる分類は、Jun とは異なる。さらに、Jun は「HLH%」を認め、
「下降上昇調（a falling-rising boundary tone）」（Jun2000:157）とし、HL%と H%の複
合音調であると述べている。イホヨンは Fall-Rise が HLH%に対応するとするが、Fall-Rise
は下降した後上昇するのに対し、HLH%は上昇下降した後上昇がみられる点で違いがある。 
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 3.4 上昇下降調 
韓国語における上昇下降調は複数の類型が認定されている。Jun（2000）はHL%、LHL%、
HLHL%、LHLHL%を認めるが、HLHL%、LHLHL%は出現が稀なため、本稿では HL%
と LHL%を中心に議論する。Jun は、HL%と LHL%の間には上昇のタイミングが異なると
し、HL%は「最終音節の前ですでに下降が始まり最終音節にかけて下降する」（Jun2000:156）
のに対し、LHL%は「最終音節内で上昇する」（Jun2000:157）と述べている。厳密には、
Jun は HL%を下降調としているが、図 3 の HL%のモデルでも確認出来るように最終音節
内で上昇が全く見られない訳ではなく、次末音節から始まっているため、本稿は上昇下降
調として扱う。 
一方、イホヨンは、High Fall と Rise-Fall を認め、最初の部分における下降を区別の手
がかりとしている。Rise-Fall は「少し下降した後上昇する…中略…始めの部分でのピッチ
下降現象は High Fall には見られない」（イホヨン 1999:31）とするが、最初の下降は持続
時間が短く下降幅もわずかであるため、音声的・音韻的区別に意味のある特徴とは考えに
くい。最初の下降が見られないとしても、Jun（2000）の指摘通り、上昇のタイミングが
遅れれば異なる音調として知覚されそうである。また、イホヨンは「High Fall は Rise-Fall
より短く実現され下降がもっと急激」（イホヨン 1999:31)とし、長さや下降の急激さでも区
別している。なお、Low Fall も認め、「High Fall に比べずっと低く始まりずっと低く終わ










































言語で共通するラベリング方式である ToBI の H%と LH%については、一定のピッチが持
続した後の上昇は、上昇のタイミングが遅れるとの記述と同質のものと考えられる。一方、
日本語の強調型は、上昇後一定のピッチの持続や強めの伴うという特徴については指摘が
ないが、上昇の度合いが高くない点ではイホヨンの Mid Level と類似する可能性がある。 
学習者の中間言語においては、「上昇調」（李恵蓮 1999，崔泰根 2005）、「H%」（金瑜眞
2013，2014，禹昭娟 2014）、「LH%」（金瑜眞 2014，禹昭娟 2014）が認められ、K-ToBI
の分類を採用した禹昭娟と金瑜眞は H%と LH%を区別している。母語話者評価の面から考
えると、上昇調は H%、LH%など概ね日本語・韓国語で共通し、上昇調が学習者の音声に






































                                                   
注11 李恵蓮の上昇下降調については、上昇後下降するとのみ指摘されており、音調の実態が HL%に近いも
のであるか、LHL%に近いものであるかは現時点では把握出来ない。 
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